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長
崎
地
本
（
本
部
長 

江
上
昌

利 

１
海
佐
）
は
、
８
月
４
日
（
水
）

～
８
月
６
日
（
金
）
の
間
、
海
上
自

衛
隊
第
22
航
空
群
主
催
及
び
８
月

６
日
（
金
）
に
海
上
自
衛
隊
佐
世
保

地
方
総
監
部
主
催
の
青
少
年
広
報

に
募
集
対
象
者

45
名
を
引
率
し

た
。 青

少
年
広
報
は
、
募
集
対
象
者
に

海
上
自
衛
隊
の
職
場
や
仕
事
内
容

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。 

大
村
航
空
基
地
で
は
、
参
加
者
が

第
22
航
空
群
（
司
令 

國
見
泰
寛 

海
将
補
）
の
艦
載
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や

消
防
車
を
見
学
し
、
ま
た
、
基
本
教

練
を
体
験
し
た
。佐
世
保
地
方
総
監

部
（
総
監 

出
口
佳
努 

海
将
）
で

は
、
護
衛
艦
「
き
り
さ
め
」
（
艦
長 

野
田
央
典 
２
海
佐
）
並
び
に
海
上

自
衛
隊
佐
世
保
史
料
館
を
見
学
し

た
ほ
か
、
佐
世
保
警
備
隊
（
司
令 

西
和
男 

１
海
佐
）
で
の
警
備
犬
訓

練
を
見
学
・
体
験
し
た
。
さ
ら
に
、

佐
世
保
教
育
隊
（
司
令 

栁
信
男 

１
海
佐
）
で
は
喫
食
を
体
験
し
た
。 

参
加
者
に
尋
ね
て
み
る
と
、「
入

隊
後
は
潜
水
艦
で
仕
事
が
し
た

い
。
」
「
航
空
整
備
の
仕
事
が
し
た

い
。
」
な
ど
と
熱
意
を
述
べ
、
入
隊

意
欲
を
高
め
た
様
子
で
あ
っ
た
。 

長
崎
地
本
は
、
長
崎
県
内
の
多
く

の
若
者
に
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
も
ら
い
、志
願
者
の
増
加

に
繋
が
る
よ
う
引
き
続
き
積
極
的

な
募
集
広
報
活
動
に
努
め
て
い
く
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

■護衛艦「きりさめ」の 
艦艇見学の様子（佐世保） 

■佐世保警備隊における警備犬展示 

■航空機見学の様子（大村） 

■
最
終
日
に
、
本
部
長
よ
り
記
念
品
の
贈
呈 

 

長
崎
地
本
（
本
部
長 

江
上 

昌
利 

１
海
佐
）
は
、
７
月
26

日
（
月
）
か
ら
８
月
27
日
（
金
）

ま
で
の
間
、
本
部
が
所
在
す
る

出
島
自
治
会
が
実
施
す
る
ラ

ジ
オ
体
操
の
た
め
本
部
前
広

場
（
通
称
：
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
広

場
）
を
開
放
し
た
。
こ
の
支
援

は
毎
年
の
地
域
恒
例
行
事
で

あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
検

温
、
間
隔
の
保
持
、
マ
ス
ク
の

着
用
と
手
指
消
毒
の
励
行
等
、

万
全
の
対
策
を
行
い
、
多
数
の 

 参
加
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
最
終
日
に
は
、
本
部
長
か
ら
参

加
し
た
子
供
た
ち
に
対
し
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。 

長
崎
地
本
は
、
地
域
の
一
員
と
し
て
自
衛
隊
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、

地
域
と
の
「
か
け
は
し
」
と
な
る
よ
う
今
後
も
積
極
的
に
地
域
活
動
を
推
進

し
て
い
く
。 

（
募
集
課
） 

■パネルによる装備品の説明（大村） ■護衛艦の甲板にて説明（佐世保） 

（
総
務
課
） 



長
崎
地
本
（
本
部
長 

江
上
昌
利

１
海
佐
）
の
竹
松
駐
屯
地
援
護
室
で

勤
務
す
る
渕
山
期
間
業
務
隊
員
は
、

昨
年
自
衛
隊
を
退
職
し
た
陸
士
長

の
〝
自
衛
隊
出
戻
り
〟
を
ア
シ
ス

ト
し
た
。 

第
７
高
射
特
科
群
の
一
般
曹
候

補
生
で
あ
っ
た
橋
本
士
長
は
昨
年

４
月
末
に
自
衛
隊
を
退
職
し
、
５
月

に
念
願
で
あ
っ
た
東
京
の
Ｉ
Ｔ
企
業

に
再
就
職
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
当
初
の
理
想
と

異
な
る
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
に
再
就
職
先
定
着
状
況
の
確

認
で
電
話
を
か
け
た
渕
山
期
間
業

務
隊
員
が
こ
の
状
況
を
聞
き
、
自
衛

隊
に
再
入
隊
す
る
手
続
き
を
進
め
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(

７
月
26
日
か
ら
８
月
27
日
ま
で 

佐
世
保
出
張
所
で
臨
時
勤
務)

 

護
衛
艦
「
こ
ん
ご
う
」 

海
士
長 

 
 

矢
吹 

 

駿 
 

私
は
普
段
、
艦
艇
で
勤
務
し
て
い
る
た

め
、
陸
上
勤
務
は
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。
一

般
の
方
た
ち
と
関
わ
れ
る
職
場
で
改
め
て

様
々
な
職
種
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
地
本
で
は
、
自
衛
官
で
あ
り
な
が
ら
民

間
の
会
社
で
働
い
て
い
る
よ
う
な
感
覚
が

あ
り
、
と
て
も
魅
力
的
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

地
本
の
方
々
は
優
し
く
、温
か
さ
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
温
か
さ
を
持
ち
帰
り
、
こ
れ
か

ら
も
任
務
遂
行
に
貢
献
で
き
る
よ
う
精
進

し
て
い
き
ま
す
。 

(

７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で 

諫
早
地
域
事
務
所
で
臨
時
勤
務)

 

（
援
護
課
） 

る
こ
と
で
合
意
し
、
二
人
三
脚
の
〝
自
衛
隊
出
戻
り
〟

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
骨
子
は
元
自
衛
官
の
再
任
用
募
集

に
挑
戦
す
る
こ
と
だ
が
、
橋
本
士
長
は
予
備
自
衛
官
等

に
登
録
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
再
入
隊
し
て
も
士
長

で
採
用
で
き
な
い
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
渕
山
期

間
業
務
隊
員
が
東
京
地
本
に
連
絡
し
、
ま
ず
は
予
備
自

衛
官
へ
の
入
隊
手
続
き
を
進
め
さ
せ
た
。 

令
和
２
年
11
月
に
元
自
衛
官
の
再
任
用
募
集
が
始

ま
っ
た
の
で
、
橋
本
士
長
は
長
崎
地
本
宛
に
志
願
票
を

提
出
し
、
渕
山
期
間
業
務
隊
員
は
第
７
高
射
特
科
群
へ

橋
本
士
長
が
志
願
す
る
旨
を
情
報
提
供
し
た
。
さ
ら
に

予
備
自
衛
官
の
入
隊
手
続
き
も
長
崎
地
本
に
移
管
さ

せ
、
令
和
３
年
３
月
に
は
予
備
自
衛
官
に
合
格
し
、
再

入
隊
が
叶
っ
た
際
に
士
長
で
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
再
入
隊
の
総
仕
上
げ
に
入

り
、
６
月
に
第
７
高
射
特
科
群
で
副
群
長
等
の
面
接
を

受
験
し
、
合
格
通
知
を
得
て
、
自
衛
隊
福
岡
病
院
で
健

康
診
断
を
受
験
、
６
月
末
に
は
東
京
の
Ｉ
Ｔ
企
業
を
退

社
し
、
７
月
１
日
付
で
士
長
と
し
て
正
式
採
用
が
決
ま

っ
た
。 

採
用
後
、
竹
松
駐
屯
地
援
護
室
に
挨
拶
に
来
た
橋
本

士
長
に
渕
山
期
間
業
務
隊
員
が
「
お
帰
り
、
出
戻
り
士

長
！
」
と
声
を
か
け
る
と
、
橋
本
士
長
は
「
出
戻
り
っ

て
言
う
な
！
」
と
笑
顔
で
反
論
し
て
い
た
。 

長
崎
地
本
は
渕
山
期
間
業
務
隊
員
の
活
躍
に
、
地
本

が
再
就
職
に
多
様
な
援
助
が
で
き
る
こ
と
と
、
予
備
自

衛
官
等
制
度
の
説
明
に
稀
有
な
実
例
を
残
す
こ
と
が
出

来
た
と
感
じ
て
い
る
。 

地本の期間業務隊員が士長の 
“自衛隊出戻り”をアシスト 

■渕山期間業務隊員と橋本士長 

護
衛
艦
「
こ
ん
ご
う
」 

海
士
長 

 
 

長
尾 

遥
加 

 
高
校
時
代
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た
佐
世

保
出
張
所
で
入
隊
希
望
者
に
対
す
る
説
明

や
佐
々
町
役
場
で
の
募
集
広
報
活
動
等
、

貴
重
な
募
集
業
務
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
母
校
で
あ
る
佐
世
保
実

業
高
校
に
お
い
て
、
艦
艇
勤
務
の
体
験
談

を
交
え
た
講
話
や
学
生
の
疑
問
解
消
に
取

り
組
む
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
大
変
良
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。
自
衛
隊
内
に
は
、

部
隊
で
の
勤
務
だ
け
で
な
く
、
募
集
と
い

う
重
要
な
業
務
が
あ
り
、
私
の
中
で
は
新

し
い
扉
を
開
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今

後
は
、
一
日
で
も
早
く
現
職
種
を
覚
え
、

自
分
た
ち
の
後
輩
が
立
派
な
自
衛
官
に
な

る
よ
う
に
育
成
し
て
い
き
ま
す
。 

臨
時
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た 

長
崎
地
本
（
本
部
長 

江
上
昌
利

１
海
佐
）
は
、
９
月
16
日
（
木
）
に

自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）
及
び
一
般
曹

侯
補
生
の
筆
記
試
験
を
皮
切
り
に
、９

月
17
日
（
金
）
に
自
衛
官
候
補
生
筆

記
試
験
（
男
子
）
、
９
月
18
日
（
土
）

に
一
般
曹
侯
補
生
筆
記
試
験
、
９
月

20
日
（
月
）
に
航
空
学
生
筆
記
試
験

を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。 

こ
の
秋
の
採
用
試
験
は
、県
内
の
高

校
３
年
生
を
含
む
、年
内
で
も
最
も
多

く
志
願
者
が
受
験
す
る
試
験
で
あ
り
、

長
崎
地
本
全
部
員
が
総
力
を
挙
げ
取

り
組
む
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。 

更
に
、
離
島
を
含
む
県
内
10
ヶ
所

の
試
験
会
場
で
の
試
験
、
且
つ
、
長
崎

県
内
の
陸
海
空
の
支
援
部
隊
の
支
援

が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
、極
め
て

重
要
な
試
験
で
も
あ
る
。 

今
回
の
秋
の
採
用
試
験
に
お
い
て

は
、
７
３
２
名
の
志
願
者
が
受
験
し
、

与
え
ら
れ
た
試
験
時
間
の
中
、受
験
者

が
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
、
無
事
、
筆
記

試
験
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

ま
た
、
今
回
の
試
験
以
降
も
、
10

月
中
旬
以
降
は
、４
年
制
の
看
護
師
養

成
課
程
で
あ
る
防
衛
医
科
大
学
校
看

護
学
科
学
生
試
験
、
６
年
制
の
医
師

養
成
課
程
で
あ
る
防
衛
医
科
大
学
校

医
学
科
学
生
試
験
及
び
４
年
制
の
防

衛
大
学
校
学
生
試
験
（
一
般
）
等
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。 

 

今
後
、一
人
で
も
多
く
の
若
者
が
自

衛
官
と
い
う
職
業
の
魅
力
を
理
解
し

て
志
願
し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
つ

つ
、
日
夜
、
募
集
活
動
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
、

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
募
集
課
） 

離
島
を
含
む 

県
内
10
ヶ
所
の 

試
験
会
場
で
実
施 

■航空学生試験（大村農協会館） ■自衛官候補生試験（県立大学佐世保校） ■一般曹侯補生試験（県立大学佐世保校） 


